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IR 体制の強化及び今後の情報開示内容の充実に関するお知らせ 

 
 

日本国内における IR 法案の成立、統合型リゾート施設「Okada Manila」の運営会社 TIGER 

RESORT, LEISURE AND ENTERTAINMENT INC.（以下「TRLEI」といいます。）の日本支店の開設、

フィリピンでの上場を目的とした Asiabest Group International Inc.の子会社化等の発表により、国内外

の投資者からのお問い合わせが急増しています。そのような状況の下、当社は、投資者の投資判断に

より資するため、必要な財務状況や事業成果をより適切に提供すべく、IR 体制（投資者向け広報）

を強化しました。また、今後の投資者向け開示情報をより充実させてまいります。 

 

 

記 

 

 

１. IR 体制の強化 

国内及び海外の投資者に向けた情報開示に関して、この度、IR 体制を強化し、TRLEI を含めたグ

ループ全体での新 IR 体制を整備しました。（下図「当社グループの新 IR 体制」を参照。） 

 

 

２. 開示情報の充実 

 上記体制の下、第 46 期（当期） 第 3 四半期決算より、開示情報のさらなる充実を図ります。具体

的には、事業セグメントごとの EBITDA（利払い前・税引き前・減価償却前利益）や、カジノリゾー

ト事業の GGR（グロス・ゲーミング売上）、カジノやホテルといった主要事業セグメント別の四半期

ごとの経営指標（KPI）を開示する予定です。 

 

 

３. 投資者向け説明会の実施 

 第 46 期（当期）決算報告終了後に、機関投資家向け事業報告会、または電話会議の実施を予定し

ています。 
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当社グループの新 IR体制 
 

株式会社ユニバーサルエンターテインメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営企画室 

 

 

 

 

 

 

広報 IR課 

   担当：竹内東司（執行役員 経営企画室長） 

   海外担当：ハンス・ヴァン・デル・サンデ 

（執行役員 海外事業担当） 

 

TIGER RESORT, LEISURE AND ENTERTAINMENT INC. 

 

 

 

 

 

 

経営企画部 

 

 

 

 

IR 室 

 担当：根間尚志（経営企画部長） 

 

 

 

 

投資者 

（株主・投資家

等） 
窓口の一本化 

連携 


